
「注意！」
　解凍する時は、熱湯は絶
対に使用しないでください。
急激な温度変化で、水道管
が破裂することがありますの
で、ご注意ください。

ひと（HITO） 響きあう 宝島 平戸
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　今年も寒波が襲来する時期になりました。昨年１月下
旬に、記録的大寒波により多くの家屋で水道管が破損し、
広い範囲で数日間断水となりました。この経験を踏まえ、
各家庭において露出している水道管の防寒対策やメー
ターの場所の確認をお願いします。宅地内に引き込ま
れてる水道管は、所有者の管理となりますので、市民の
皆さんのご協力をよろしくお願いします。

　水道管は、外気温がー４度以下になった時や、最高気温が０
度未満の真冬日の時に、凍りやすくなると言われています。日ご
ろから、天気予報や防災無線の情報に注意し、寒くなる時は家
屋の水道管の位置を確認しましょう。

・自然に解凍するのを待ちましょう。
・凍結している場所をタオルなど で覆って、ぬるま湯を 
   ゆっくりかけましょう。

もし、水道管が凍って水が出ない時は・・・水道管の修理などのお問い合わせ

市指定の水道工事店（指定給水装置工事事業者）
へ依頼してください。
指定工事店は、平戸市のホームページに掲載して
いますが、詳しくは下記までご連絡ください。

■お問い合わせ 水道局施設給水班☎22-3838

①水道管に布やビニールなど保温材を巻き保護する。 ②蛇口の水を少量ずつ出して凍結を防ぐ。

水道管の防寒対策のお願い   ～水道管の冬支度はお済みですか？～

水道管豆知識

家庭でできる防寒対策

湯は絶
ださい。
水道管
ますの

タオルなど で覆って、ぬるま湯を 
。

昨年は、このような水道管破損による漏水事故が、市内各地（約
1,300世帯）で発生しました。

平戸市  指定給水装置工事事業者名簿

露出した水道管 保温材を設置した水道管



問
市
民
課
生
活
環
境
班

　

☎
内
線
２
５
２
９

危
険
物
の
出
し
方
に
注
意
!

問
平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー

　

☎
22
‐
5
3
0
0

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
大
・
中

ホ
ー
ル
の
利
用
制
限
に
つ
い
て

問
総
務
課
行
政
班

　

☎
内
線
２
３
１
５

平
戸
市
役
所
第
２
駐
車
場
の

月
極
契
約
者
を
募
集
し
ま
す

問
観
光
課
観
光
振
興
班

　

☎
内
線
２
２
７
４

春
の
風
物
詩

「
川
内
峠
野
焼
き
」を
行
い
ま
す

問
地
域
協
働
課
協
働
交
通
政
策
班

　

☎
内
線
２
３
０
９

長
崎
県「
お
見
合
い
シ
ス
テ

ム
」の
会
員
募
集

募　

集

　広報ひらど12月号で内容に誤り
がありましたので、お詫びすると
ともに、下記のとおり訂正します。
●Ｐ７　平戸マルシェ営業時間　
　誤「10：00 ～ 20：00」
　　　　→正「11：00 ～ 20：00」
●Ｐ22　「まちゼミ」田中瑞代さん
　誤「タナカヤ花店代表」
　　　　→正「タナカヤ花店店長」

申 

・

申 

・

　　

北
松
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

こ
こ
近
年
数
件
の
小
規
模
な
爆
発
・
火
災

が
発
生
し
て
お
り
、
つ
い
先
日
も
火
災
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
原
因
は
、
廃
棄
さ
れ

た
卓
上
コ
ン
ロ
用
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
な
ど
、

危
険
物
に
残
っ
て
い
た
可
燃
性
ガ
ス
に
火

花
が
引
火
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
過
去
に
も
、
施
設
を
損
傷
し
た
り
、
消

防
車
の
出
動
を
要
請
し
た
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。）

　

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
な
ど
の
危
険
物
を
廃

棄
す
る
際
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

▼
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
は
最
後
ま
で
使
い

　
　

切
る（
残
っ
た
ガ
ス
を
簡
単
に
抜
く

　
　

機
能
を
つ
け
た
も
の
も
あ
り
ま
す
）

　

▼
専
用
の
器
具
で
穴
を
あ
け
る
。

　
※

そ
の
他
の「
危
険
物
」と
し
て
、
ラ

　
　

イ
タ
ー
、
化
粧
品
の
ス
プ
レ
ー
缶
な

　
　

ど
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

　
　

い
。

　

※

３
月
31
日（
金
）ま
で
に
登
録
の
場

　
　

合
は
無
料
で
す
。（
登
録
期
間
は
１

　
　

年
間
）

○
詳
細
・
そ
の
他　

長
崎
県
婚
活
サ
ポ
ー

　

ト
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先　

長
崎
県
婚
活
サ

　

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
９
５‐

８
９
３‐

８
８
６
０

　

平
戸
市
役
所
第
２
駐
車
場
の
有
効
活
用

と
歳
入
の
安
定
確
保
を
図
る
た
め
、
部
分

的
に
月
極
駐
車
場
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

○
募
集
区
画　

30
区
画
程
度

○
駐
車
料
金　

５
千
円（
月
額
）

○
利
用
開
始
日　

２
月
１
日（
水
）

○
申
込
方
法　

総
務
課
、
各
支
所
・
出
張

　

所
・
度
島
連
絡
所
に
備
え
付
け
の
申
込

　

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
添
付
書
類　

車
両
の
自
動
車
検
査
証
の

　

写
し

○
申
込
期
限　

１
月
27
日（
金
）

　

※

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な

　
　

り
ま
す
。
ま
た
、
募
集
区
画
に
満
た

　
　

な
い
場
合
は
、
随
時
受
け
付
け
し
ま

　
　

す
。

　　　

長
崎
県
婚
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、

少
子
化
の
主
な
要
因
と
さ
れ
る
未
婚
化･

晩
婚
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
さ
ら
な
る

出
会
い
の
場
を
創
出
す
る
た
め
、
一
対
一

の
出
会
い
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
会
員
制
の

デ
ー
タ
マ
ッ
チ
ン
グ「
お
見
合
い
シ
ス
テ

ム
」を
開
始
し
ま
し
た
。

　

結
婚
を
希
望
す
る
独
身
男
女
が
お
見
合

い
シ
ス
テ
ム
に
会
員
登
録
し
、
お
会
い
し

た
い
相
手
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
閲
覧
、
お
見

合
い
の
申
し
込
み
、
個
別
の
引
き
合
わ
せ

な
ど
婚
活
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
シ
ス
テ

ム
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
婚
活
中
の
独

身
の
人
は
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
３
月
31
日（
金
）ま
で
に
登
録

が
完
了
さ
れ
た
人
は
、
登
録
料
が
無
料
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
期
間
中
に
多

く
の
皆
さ
ん
の
登
録
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

○
対
象
者　

結
婚
を
希
望
す
る
20
歳
以
上

　

の
独
身
の
人
で
、
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー

　

ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用
い
て
イ

　

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
メ
ー
ル
が
で
き
る
人

　

※

登
録
に
は
事
前
に
仮
登
録
が
必
要
で
す
。

○
入
会
登
録
料　

通
常
は
１
万
円（
登
録

　

期
間
は
２
年
間
）
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平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
大
・
中
ホ
ー
ル
天

井
の
非
構
造
部
材
耐
震
改
修
工
事
を
行
い

ま
す
。
工
事
期
間
中
は
大
・
中
ホ
ー
ル
の

利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
に
は
、
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
と　

き　

３
月
22
日（
水
）〜
５
月
26
日

　
（
金
）

○
と　

き　

２
月
５
日（
日
）午
前
９
時
火

　

入
れ
予
定　

※

荒
天
の
場
合
ま
た
は
、
都
合
に
よ
り
変

　

更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
注　

意　

当
日
は
、
午
前
８
時
50
分
か

　

ら
正
午
ま
で
、
川
内
峠
付
近
の
市
道
が

　

交
通
規
制
と
な
り
、
一
般
車
両
の
通
行

　

が
出
来
ま
せ
ん
。
見
学
さ
れ
る
人
は
、

　

川
内
峠
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

　

タ
ー
前
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　

ま
た
、
消
防
車
輌
な
ど
で
会
場
周
辺

　

の
駐
車
場
が
大
変
混
み
合
う
こ
と
が
予

　

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

　

駐
車
し
て
く
だ
さ
い
。



問
ま
ち
づ
く
り
課
建
築
営
繕
班

　

☎
内
線
２
２
９
６

「
空
き
家
」管
理
に
、
平
戸
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
紹

介
し
ま
す

問
観
光
課
観
光
振
興
班

　

☎
内
線
２
２
７
１

長
崎
県
Ｄ
Ｍ
Ｏ
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
に
つ
い
て

問
商
工
物
産
課
商
工
新
産
業
班

　

☎
内
線
2
2
1
3

人
材
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す

お詫びと訂正
　広報ひらど12月号で内容に誤り　広報ひらど12月号で内容に誤り
がありましたので、お詫びするとがありましたので、お詫びすると
ともに、下記のとおり訂正します。ともに、下記のとおり訂正します。
●Ｐ７　平戸マルシェＰ７　平戸マルシェ営業時間営業時間　
　誤「10：00 ～ 20：00」　誤「10：00 ～ 20：00」
　　　　→　　　　→正「11：00 ～ 20：00」正「11：00 ～ 20：00」
●Ｐ22　「まちゼミ」田中瑞代さんＰ22　「まちゼミ」田中瑞代さん
　誤「タナカヤ花店代表」　誤「タナカヤ花店代表」
　　　　→　　　　→正「正「タナカヤ花店店長タナカヤ花店店長」

　広報ひらど12月号で内容に誤り
がありましたので、お詫びすると
ともに、下記のとおり訂正します。
●Ｐ７　平戸マルシェ営業時間　
　誤「10：00 ～ 20：00」
　　　　→正「11：00 ～ 20：00」
●Ｐ22　「まちゼミ」田中瑞代さん
　誤「タナカヤ花店代表」
　　　　→正「タナカヤ花店店長」

　
　

い
る
の
か

　

▼「
成
り
行
き
型
」か
ら「
戦
略
型
」に

　

▼
人
生
の
設
計
図

　

▼
こ
ん
な
施
策
で
こ
ん
な
会
社
に
し
ま

　
　

せ
ん
か

　

▼
人
が
育
つ
魅
力
あ
る
会
社
に
な
る
た

　
　

め
に

○
講　

師　

得
田
稔
氏（
経
営
コ
ン
サ
ル

　

タ
ン
ト
）※

長
崎
県
産
業
振
興
財
団
の

　

企
業
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

○
参
加
費　

無
料

○
定　

員　

30
人

○
主　

催　

長
崎
県
産
業
振
興
財
団

○
申
込
先　

商
工
物
産
課
商
工
新
産
業
班

○
申
込
方
法　

商
工
物
産
課
、
各
支
所

　

・
出
張
所
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必

　

要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。
電
話
で
も
申
し
込
み
可
能
で
す
。

○
申
込
期
限　

２
月
３
日（
金
）

　

※

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
の
で
、

　
　

お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　　　　

　

し
て
、
空
き
家
な
ど
が
放
置
さ
れ
、
管
理

不
全
な
状
態
と
な
る
こ
と
を
防
止
す
る
た

め「
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
協

定
」を
締
結
し
、
遠
隔
地
に
住
ん
で
い
る

人
や
長
期
間
留
守
に
し
て
い
る
人
な
ど
の

た
め
に
、
空
き
家
・
空
き
地
の
管
理
事
業

者
と
し
て
平
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

○
業
務
内
容
お
よ
び
料
金
の
目
安

　

▼
空
き
家
の
見
回
り（
報
告
書
の
作
成
）

　

▼
１
回
あ
た
り
２
千
円（
税
込
）

　

※

そ
の
他
除
草
作
業
、
樹
木
の
伐
採
な

　
　

ど
は
、
現
場
を
確
認
し
て
見
積
書
の

　
　

作
成
と
な
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先　
（
公
社
）平
戸
市

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡
22-

３
１
０
０

　

経
営
者
や
人
事
担
当
者
な
ど
を
対
象
に
、

会
社
の
成
長
に
つ
い
て
必
要
な「
人
材
育

成
」の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

２
月
14
日（
火
）午
後
１
時

　

30
分
〜
午
後
３
時
30
分

○
と
こ
ろ　

未
来
創
造
館
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｓ
平

　

戸
会
議
室
Ｃ

○
対
象
者　

経
営
者
、
管
理
職
、
人
事
担

　

当
者
な
ど

○
講
演
内
容　

　

▼
な
ぜ
人
材
で
は
な
く
人
在
に
な
っ
て

　　　

県
で
は
、
国
が
観
光
振
興
に
よ
る
地
方

創
生
の
重
要
施
策
に
掲
げ
る「
日
本
版
Ｄ

Ｍ
Ｏ
」の
県
内
に
お
け
る
形
成
・
確
立
を

促
進
し
、
地
域
一
体
と
な
っ
た
観
光
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め「
長
崎
県
Ｄ
Ｍ

Ｏ
育
成
支
援
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
本
事
業
の
一
環
と
し
て
、
平
戸

市
に
お
い
て
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
参
加
に
は
事
前
に
申
し
込
み
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
参
加
を
希
望
す

る
人
は
観
光
課
ま
た
は
平
戸
観
光
協
会
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

１
月
26
日（
木
）午
後
１
時

　

〜
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー

○
講　

師　

高
橋
一
夫
氏（
近
畿
大
学
経

　

営
学
部
教
授
）

　　

市
で
は
、
公
益
社
団
法
人
平
戸
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
た
事
業
と

　12月16日、度島町において度島地区の海底送水管の通水式が

行われました。当日は、度島イルミネーションの点灯式と併せて

行われ、島民から市長、議長などに感謝状の贈呈とクラッカーバ

ルーンなどのセレモニーが行われました。

　度島地区への海底送水管は、島民の「おいしい水を安定して供

給してほしい」との要望を受け、約７億５千万円をかけ整備し、

平成28年11月30日完成、12月９日から供用開始しています。

安心・安全な水道水を度島にありがとう
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問
市
民
課
国
保
年
金
班

　

☎
内
線
2
5
9
3

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

問
市
民
課
国
保
年
金
班

　

☎
内
線
2
5
9
3

「
平
成
28
年
分
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
」が
送
付
さ
れ
ま
す

問
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
サ
ー
ビ
ス
班

　

☎
内
線
５
２
１
３

高
齢
者
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種

に
つ
い
て

問
水
道
局
総
務
班

　

☎
22
‐
3
8
3
8

水
道
料
金
の
お
支
払
い
は
、

「
口
座
振
替
」が
便
利
で
す

○
お
問
い
合
わ
せ
先　

佐
世
保
年
金
事
務
所

　

℡
０
９
５
６-

34-

１
１
８
９

　

老
齢（
退
職
）年
金
を
受
け
て
い
る
人
に
、

１
年
間
の
年
金
の
支
払
い
総
額
な
ど
を
記

載
し
た「
平
成
28
年
分
公
的
年
金
等
の
源

泉
徴
収
票
」が
１
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か

け
て
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

所
得
税
の
確
定
申
告
な
ど
の
添
付
書
類

と
し
て
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お「
障
害
年
金
」や「
遺
族
年
金
」は

課
税
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
源

泉
徴
収
票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

も
し
、
源
泉
徴
収
票
を
紛
失
し
た
場
合

や
未
着
の
場
合
に
は
、
再
交
付
が
で
き
ま

す（
年
金
証
書
な
ど
基
礎
年
金
番
号
が
分

か
る
書
類
が
必
要
）

○
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

▼
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル　

　
　

℡
０
５
７
０-

05-

１
１
６
５

　

▼
佐
世
保
年
金
事
務
所　

　
　

℡
０
９
５
６-

34-

１
１
８
９

　　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
、
通
帳
と

届
出
印
を
持
参
し
、
最
寄
り
の
金
融
機
関

で
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
水
道
検
針
に
ご
協
力
を
」

　

検
針
員
が
毎
月
水
道
の
使
用
量
の
検
針

に
皆
さ
ん
の
お
宅
に
伺
っ
て
い
ま
す
。

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
近
く
に
犬
を
つ
な

い
だ
り
、
荷
物
や
雑
草
で
ふ
さ
い
だ
り
し

な
い
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

日
本
国
内
に
居
住
し
て
い
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
人
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す（
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
加

入
し
て
い
る
人
な
ど
は
除
く
） 

  

20
歳
に
な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に
国
民
年
金

の
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額
１
万
６
，

２
６
０
円（
平
成
28
年
度
）で
す
。
保
険

料
の
納
付
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
は
、

学
生
納
付
特
例
制
度
や
納
付
猶
予
制
度
な

ど
を
利
用
で
き
ま
す
。
保
険
料
が
割
引
に

な
る
前
納
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　　　　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接

種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
一
人
一
回
の
公

費
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
対
象
者

は
も
れ
な
く
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者　

今
ま
で
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

　

ン
を
接
種
し
た
こ
と
が
な
い
人
で
、
次

　

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　

▼
平
成
28
年
度
に
65
・
70
・
75
・
80
・

　
　

85
・
90
・
95
・
１
０
０
歳
に
な
る
人

　

▼
接
種
日
の
年
齢
が
60
〜
64
歳
で
、
心

　
　

臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
障
害
も

　
　

し
く
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

　
　

よ
る
免
疫
機
能
の
障
が
い
が
あ
る
人

　
　
（
障
害
者
手
帳
１
級
を
お
持
ち
の
人
）

○
自
己
負
担　

４
千
円

○
接
種
場
所　

指
定
医
療
機
関（
か
か
り

　

つ
け
の
医
療
機
関
で
、
接
種
を
希
望
す

　

る
日
の
３
日
前
ま
で
に
必
ず
予
約
を
し

　

て
く
だ
さ
い
。）

○
持
参
す
る
も
の　

生
年
月
日
が
確
認
で

　

き
る
も
の（
健
康
保
険
証
な
ど
）

　　

　12月17日、消防本部３階会議室で「平成28年度消防団員安全確

保装備整備事業配置式」が行われ、市長から春野留二消防団長に

配置書が手渡されました。これは消防団員の安全確保を充実させ

るための装備品として、救助用半長靴と耐切創用手袋を全消防団

員へ、また救命胴衣を各消防車に5着配置されるものです。

　この事業の財源には、全国の皆さんから寄せられたふるさと納

税の寄附金が活用されています。

さらなる消防団員の安全確保のために
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☎
内
線
２
３
０
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婚
活
イ
ベ
ン
ト「
恋
は
こ
こ
か

ら
！
平
戸
D
E
バ
ス
婚
！
神
だ

の
み
で
発
車
オ
ー
ラ
イ
！
」
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「
ま
ち
キ
ュ
ン
・
ご
当
地
婚
姻
届
」

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
の
開
始

に
つ
い
て
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平戸市からのお知らせ

　 

■「
結
婚
＆
家
族
生
活
は
じ
め
るBook

」

　

の
無
料
配
布

　
　

市
役
所
で
婚
姻
届
を
取
得
さ
れ
る
人

　

ま
た
は
、
婚
姻
届
を
提
出
さ
れ
る
人
を

　

対
象
に
「
結
婚
＆
家
族
生
活
は
じ
め

　

るBook

」を
無
料
で
お
配
り
し
ま
す
。

　
　

婚
姻
届
の
書
き
方
や
、
結
婚
に
よ
る

　

新
生
活
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
必
要
な

　

手
続
き
な
ど
が
わ
か
り
や
す
く
記
載
さ

　

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
配
布
場
所　

市
民
課
戸
籍
住
民
班
・
各

　

支
所
・
出
張
所

※

限
定
２
５
０
部
で
す
。
な
く
な
り
次
第
、

　

今
年
度
分
の
配
布
を
終
了
し
ま
す
。

　

　

℡　

０
１
２
０-

１
７
６-

１
７
６

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
９
５-

８
２
６-

７
１
７
８

　

Ｅ
メ
ー
ル　

info@
n-sym

pathy.jp

　　　

県
で
は
、
結
婚
情
報
誌「
ゼ
ク
シ
ィ
」

（
株
）リ
ク
ル
ー
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
と
の
連
携
に
よ
り「
ま
ち

キ
ュ
ン
・
ご
当
地
婚
姻
届
」の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
長
崎
県
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

デ
ザ
イ
ン「
ご
当
地
婚
姻
届
」が
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
ご
当
地
婚
姻
届
」は
、
お
住
ま
い
の

地
域
や
提
出
先
の
市
町
村
に
関
わ
ら
ず
、

誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
結
婚
さ
れ
る
お

二
人
の
一
生
の
思
い
出
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
ご
当
地
婚
姻
届
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

https://w
w
w
.recruit-m

p.co.jp/

　

m
achi/nagasaki/

　

右
記
の
ゼ
ク
シ
ィ
の
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ

ス
し
、
自
治
体
を
選
ん
で
簡
単
な
ア
ン

ケ
ー
ト
に
答
え
る
と「
提
出
用
婚
姻
届
」

と「
ふ
た
り
の
記
念
用（
手
元
に
保
管
で

き
る
婚
姻
届
）」の
２
種
類
が
無
料
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

※

窓
口
で
の
紙
媒
体
で
の
ご
当
地
婚
姻

　
　

届
用
紙
の
提
供
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　　　　

市
で
は
、
市
内
独
身
者
を
対
象
と
し
た
、

出
会
い
の
き
っ
か
け
づ
く
り
の
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
バ
ス
婚
で
は
、
平
戸
の
街
並
み

を
一
緒
に
散
策
す
る
ほ
か
、
運
気
ア
ッ
プ

の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を
訪
れ
ま
す
。
平
戸

の
魅
力
に
最
大
限
触
れ
な
が
ら
、
自
然
な

会
話
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
自
分
に
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の

人
が
合
う
の
か
も
わ
か
る「
恋
愛
力
テ
ス

ト
」付
き
で
す
。

○
と　

き　

２
月
12
日（
日
）

○
対
象
者　

独
身
者
で
次
に
掲
げ
る
人

　

▼
男
性
26
歳
以
上
45
歳
以
下

　

▼
女
性
26
歳
以
上
38
歳
以
下

　

※

男
性
は
市
内
在
住
者
に
限
り
ま
す
。

○
定　

員　

男
女
各　

20
人

○
参
加
費　

男
性　

４
，
２
０
０
円

　
　
　
　
　

女
性　

３
，
８
０
０
円

○
申
込
期
限　

２
月
６
日（
月
）

　

※

参
加
の
申
し
込
み
や
詳
細
に
つ
い
て

　
　

は
、
市
の
委
託
業
者
ま
で
お
問
い
合

　
　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

婚
活
サ
ポ
ー
ト　

シ
ン
パ
シ
ー

　地域文化の向上と発展に貢献している個人や団体を顕彰する県

の地域文化章を荻田浮立保存会（会長太田正喜）が受賞し、その授

賞式が12月20日長崎県美術館でありました。

　江戸時代末（1850年）農村の娯楽にと始められた荻田浮立は、３

年に１度地区の神社に奉納されています。今回、長年の保存活動

により地域の活性化に寄与しているということで授与されました。

本市ではこれまで平戸市文化協会ほか3団体が受賞しています。

荻田浮立保存会が県の地域文化章を受賞

▼ふたりの記念用 ▼市町村提出用

二人の記念として、手元に保存
することができます。

全国の市町村に提出することがで
きる婚姻届です。



大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

古
紙
配
合
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

平
戸
市
役
所
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
25

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
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　「田助地区住民主体の通いの場」は、平成28年６月に立ち上げ、現在

14人で活動しています。設立のきっかけは、田助地区の老人クラブの

役員が、田助地区でも「高齢者の通いの場」の取り組みができないもの

かと区長などに相談したことでした。

　田助地区は「田助浦地区」と「田助在地区」があるので、両方の地区の

住民に参加してほしいという思いから、会場を「田助浦公会堂」と「田助

在公会堂」で隔週交互に行っています。また、「平戸よかよか体操」後に

は「黙想」を取り入れるなど、独自の取り組みも行なっており、皆さん

楽しく運動しています。

Interview

　

平
戸
市
で
は
、
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
ら
れ
る
た
め
に
、
身
近
な
地
区
公
民
館
な
ど
で
健
康
体
操

「
平
戸
よ
か
よ
か
体
操
」を
毎
週
行
う
場
の
設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、各
地
区
の「
高
齢
者
の
通
い
の
場
」を
毎
月
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

   

■
お
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
高
齢
者
支
援
班（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）　

内
線
2
5
8
6

活 動 日／毎週月曜　

　　　　　午後１時～午後２時30分

活動場所／田助浦公会堂･田助在公会堂

　　　　　（隔週交互に開催）

対 象 者／田助地区住民

代　　表／磯本　博英

連 絡 先／ 23－3091

田助地区住民主体の
　　　　　   通いの場

磯本　博英　さん
（大久保町）

代表

　参加者には、90歳と91歳になる人がいま
すが、これまで欠席したことがなく、毎週参
加しています。日中は一人暮らしで家にいる
ことが多いので、集まって参加者の皆さんと
たくさんおしゃべりすることを何よりも楽しみ
にしています。水分補給をしながら、1時間
弱の「平戸よかよか体操」を皆さんと同じペー
ス、同じ動きで行っています。
　このお二人の元気な姿を目標にして、高齢
者の元気の源である「田助地区住民主体の通
いの場」をこれからも続けていきたいと思っ
ています。

いそもと　　 ひろひで

「⽥助地区住⺠主体の通いの場」


